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➡はじめに

＼PEACH／



桃種子の特徴





抽
出
効
率

仁の厚さ



①種を割り、中の を取り出す。

②ビーカーに粉砕した を入れ
を加える。

③①の混合物をスタラ－を使って攪拌する。
④水をとりのぞくために軽くろ過する。
⑤ロータリーエバポレーターで

を取り除く。

実験手順



種類別桃油抽出効率
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酸化安定性



トコフェロール
含有量

花桃

（ppm）



酸化安定性試験における誘導期

桃油の種類 誘導期（h）

黄桃 1.８
白桃 4.９
花桃 11.4



ハンドクリーム



改良②
・黄桃油(5g)
・石鹸(0.5g)
・ワセリン(1g)
・アルギン酸ナトリウム水溶液
水溶液(1g/50mLを6g)

・グリセリン(2mL)

・ステアリン酸(1.2g)

ハンドクリームの作製

改良①
・黄桃油(5g)
・石鹸(0.5g)
・ワセリン(0.5g)
・アルギン酸ナトリウム
水溶液(1g/50mLを6g)

・グリセリン(2mL)

・ステアリン酸(1g)



結果・考察

結果

考察

結果

考察

粘度がとても高く、なかなか手
につかなかった。油をただ手に
塗っている感じたった。

粘度がとても
高かった理由とし
て、ワセリンの量
が少なすぎたこと
が考えられる。

丁度よい粘度で、市販の軟膏
のようなしっかりとした触り心地
になった。塗り終わりもそこまで
べたつかなかった。

色々と作った中でも一番
既製品に近いハンドクリームに
なった。



保湿効果



餅を使用した
保湿効果の測定



手順

→水分の蒸発をできる限り防ぐため

→温度を一定に保つことにより、結果に
再現性を持たせるため

→減った重さから、
蒸発した水分量を量るため



結果・考察
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水分蒸発量の変化
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ありがとうございました

Thank you for listening! 


